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地域「 伝 産学 / ベーション 倉 

0 岡本信 司 ( 科学技術振興機構 ) 

地域におけるイノベーション。 システムの は，我 

であ り。 現在，文吾 は斗 @ 省の知的 タ 
産業省の産業タラ 

として。 科学技 

文吾 糾 @ 省の知的クラスタ 
官達 事業。 ( 独 ) 科学 
ション創出総合支援事業， 

計画等が実施されている。 

夕 

本計画における 重点 ( ライフサイエンス。 情報通 ラ スタ 一連 

一 。 材料 ) 等への偏りが 見ら 信 ，環境。 ナノテク 

荻， ており， の個， 色力ま 十分 @ こ 発揮されて む、 な L 、 

との ォ調 商 があ る。 このような状況において。 現在。 

一方。 戒力 ; 図 こは， 長レ 

将来の ナ 湖頭イノベーション。 システム構築に 向けては。 ろで 

地域の特簿を 生かした 

な 展開を考えていく 必要があ るのではなか 

ろ うヵ " 

本稿でほ，地域における 伝統工芸。 産業などを基盤と 圏と 

する科学技術を 活用した「 伝 産学官 

業 と大学，国及び 地方自治体，産業 

推進からのイノベーション 創出による 

する。 

計画におし 、 て 。 我が国の 圭緩或 の 圏性 と特色を生かした 新たな発想 注 して考え ろ 

位置づけられており " 第 2 期科学技術基本計画における れるのは，我が 国に 2 所 あ るといわれる ナ目或 におけ 

                                    学 技術の振興」から ，その - 環として る伝統工芸。 産業であ る " 
の 第 2 期での「地域における 知的タラスタ 一の形成」と 我が国の歴史を 振り返ってみると ，徳川幕 藩 

されており " 現行の第 3 期科学技術基本計画に ける 各 藩の生き残りをかけた 地域振興のための 伝統工芸 

おいてほ，「 地 3 曳 イノベーション。 システムの と活力 をぼじめとする 特産品奨励施策があ った。 
あ るぬ 域 づくり」として ， 上 目 或 クラスタ一の 形成等を推 我が国がこれまで ぜ きってきた地域における 伝統工芸。 

進 することとしている。 産謁こほ 。 科学技術の英知が 隠されている。 

このように，を 購或 におけるイノベーションの 創出は ， 例えば，京都や 金沢の伝統工芸であ る金箔は " ナノ テ 

我が国の科 の 一つであ り， クに 近し 肢術 で作られており ，京都の福田金属 箔粉 工業 

一 439 一 



年に金雀蛾 寄 粉の商いから 

作成技術から 派生したプリント 基板等に 

畔 立子 加 T 技術で国際漏聞 

また。 岡山の備前焼模様の「ひだすき」とほ ， 稲 藁を 

巻いて焼くことによって 赤色に発色することを 称するが， 

この 赤 ネ酎 詩 道 と生成過程を 科学的に分析する 

と 温度 分圧の定量的制御 @ こ よって，赤色模様 

の色調の制御と 再現が可能になるとともに 人体に安全な 

顔料やその原料であ る酸化鉄磁性体の 記録媒体への 応用 

の伝統工芸。 産業における「暗黙 知 」 

を 科学技術によって「形式 知 」として表出化させて 産業 

化に結びつけば ，新たな地域からのイノベーション 創出 

が可能となる。 

婬 。 づ による イソ ベーショ 

伝統工芸。 産業からの地域イノベーション 創出を実現 

するた 瑚こ ( 伝統工芸。 産業と土 睡或 

における 大 関 ( 公設 試 ) との連携に 

よる知識の形式 知 。 表出化，さらに 産業界との連携によ 

る形式知の融合と 発展からの 々 ノベ一 、 ション創出，各種 

連携活動の官による 各 の 実施 ) を 摘隼 すべ き 

であ る。 

「 伝 産学官連携」の として，以下のような 

システム構築を 提言する。 

①伝統工芸技術を 伝承してきた 技 首 

導者，「ものづくりマイスタⅡ 

して活用しながら。 伝統工芸の従事者が 新たな研究支 

援制度 ( 大学等の受託研究員制度に 研究経費と間接 経 

費を加えた制度を 創設 ) によって。 大 
共同して，地域の 大学や公設 試 におい 

使用した先端科学技術による 伝統技術の角転手 

② 士柑 或の大学等における 共用施設。 設備の管 

ぅ 合同会社。 形態の大学 発 ベンチャー教育研究 

支援組織による 共用施設。 設備の有効かつ 円滑な運用， 

外部資金の獲得。 人材育成。 確保 

④形式 知 となった科学技術を 産業界との連携によって 新 

たな産業へ展開していくための 共同研究等の 研究開発 

の実施 

⑤上記の研究開発活動を 国沖失政府 ) と 地方自治体の 

適切な役割分担 ( 地方自治体のイニシアティブによる 

国とのマッチンバ。 ファンドの創設等 ) のもとで各種 

制度等による 支援 

また，伝統工芸。 産業においても。 いわぬ る 3 

遇 する若年 ，後継者の不足によ     

術の伝承が ているが，伝統によって 

た技術に。 若者の新しい 感，性，例えば 世界に 
ニメーションやゲームなどのコンテンツを 作る若い感性 

が 融合することで ，新たな ま 加わった「 新 。 伝 

統技術のイノベーション 

らの伝統工芸。 産業 

出 化け，子供達や 一般の人 

増進の有効な 手段として活用できるだけでなく ， 

業への展開によって ， 新たな 土睡或 観光産業クラスターを 

形成していくことも 可能であ る。 

さらに，既に 地域で顕在化している 
いては，健康介護等亡母 戒め ニーズに対応した イ / ベーシ 

層から ニーザ 一で 

けに良質な就業 機 

会を提供できる " 

。 人口減少，特に 労働力人口の 減少に対し 

用が必要で定 

活躍の場として ，都会 た 住みやすい 

地域 こ おけらイノベーションによる 様々な雇用 

供 が期待されるとともに。 これからより 深刻な問題とな 

っていくと思われる 二一 ト 対策としても ，若者の新しい 

感陸を有効に 活用した「クール な 」伝統工芸。 産業の復 

古 。 復活は ， 新たな 月機会の拡大として 期待できる。 

5 。 まとめ 

上紺 泌こ おけるイノベーション。 モデルの 

域 におけるイノベーション 活動の競争。 連携の相互作用 

による、 こグ ナジー ( を日乗 ) 効果での一層の 進展と新しい 展 

開。 さらに国家レベルのナショナル。 イノベーション。 

モデルのアナロジー ( 類比 ) として期待できるとともに 

2 国間。 多国間。 五 % 或問 のイ / ベーション。 システム， 
ひいては地球規模 ( グローバル ) のイノベーション。 シ 

ステムへの発展。 

なお， 本千 高 @ ま， 

ム 「知識社会ぬま 何か ? 」 ( 主催 : ( 貝オ ) 新技術振興渡辺 

記念会，   科学新聞社。 鎮め未来工学研究所 ) 懸 

論文で特別質を 頂いた「地域『 伝 産学官連携団からのイ 

ノベーション 創出による個性と 特色のあ る知識社会の 創 

造 」論文を改稿したものであ る。 

( 参考文献 : 省略 ) 
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